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裏面紹介  

◇ 第 72次全国教研分科会概要 

◇ 第3回青年部学習会兼憲法学習会案内 他 

 

冒
頭
、
瀧
本
司
中
央
執
行
委
員
長
が
主
催
者
を
代
表
し

て
あ
い
さ
つ
し
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛

威
は
、
３
年
以
上
に
も
わ
た
っ
て
市
民
生
活
に
影
響
を
与

え
、
依
然
と
し
て
収
束
が
見
通
せ
な
い
。
行
動
制
限
が
大

幅
に
緩
和
さ
れ
、
今
後
、
学
校
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
日
常
を
取
り
戻
し
て
い
く
と
思
う
が
、
一
方
で
大
変
な

状
況
に
あ
る
子
ど
も
が
孤
立
し
見
過
ご
さ
れ
る
リ
ス
ク

も
高
ま
る
。
子
ど
も
が
何
ら
か
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
て
い
な

い
か
、
し
っ
か
り
と
配
慮
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な

る
。
感
染
症
対
策
に
よ
り
『
一
人
一
台
端
末
』
の
学
校
へ

の
配
備
が
前
倒
し
さ
れ
た
。
中
教
審
で
は
、
次
期
指
導
要

領
の
改
訂
を
見
据
え
『
個
別
最
適
な
学
び
』
と
『
協
働
的

な
学
び
』
に
つ
い
て
の
論
議
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
特

に
『
個
別
最
適
な
学
び
』
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
分
断

や
能
力
主
義
・
成
果
主
義
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ
と
、

ま
た
現
状
の
学
級
規
模
で
本
当
に
教
職
員
が
対
応
可
能

な
の
か
、
さ
ら
に
は
教
育
産
業
の
参
入
が
加
速
す
る
の
で

は
な
い
か
な
ど
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
私
た
ち

は
、
子
ど
も
の
思
い
や
考
え
を
出
発
点
と
し
、
学
校
に
お

い
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
を
中
心
に
据
え
た
教

育
実
践
や
教
研
活
動
を
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」「
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
し
て
か

ら
約
１
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
学

校
な
ど
教
育
施
設
へ
も
攻
撃
が
行
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
、
ロ
シ
ア
は
核
兵
器
の
存
在
を
ち
ら
つ
か
せ
る
な
ど
、

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
こ
の
種
の
動
き
に
断
固
抗

議
す
る
。
平
和
的
な
解
決
に
よ
り
一
日
も
早
く
戦
争
が
即

時
中
止
さ
れ
、
ロ
シ
ア
軍
が
撤
退
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

こ
れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
世
界
各
地

で
の
武
力
紛
争
を
直
ち
に
停
止
す
る
と
と
も
に
、
教
育
へ

の
攻
撃
を
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
私
た
ち

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
４
の
実
現
に
む
け
平
和
教
育
の
実
践
を
す
す

め
、
戦
争
の
実
相
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
」「
４
月
に
『
こ
ど
も
家
庭
庁
』
が
発
足
す
る
が
、

今
後
は
政
府
の
政
策
に
子
ど
も
の
権
利
が
具
体
的
に
保

障
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
現
在
、
中
教
審
で
は
、

次
期
教
育
振
興
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
十
分
に
反
映
さ
せ
る
の

か
に
つ
い
て
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
ま
た
私
た

ち
は
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
保
障
す
る
た
め
、
子
ど
も

の
思
い
や
意
見
を
生
か
し
た
教
育
実
践
・
教
育
活
動
に
と

り
く
む
と
と
も
に
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
学
校
づ
く
り
を

す
す
め
て
い
く
」「
教
員
不
足
が
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
文
科
省
の
打
ち
出
す
対
応
策
は
、
抜
本
的
な
対
策

と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
最
大
の
解
決
策
は
、
働
き
方
改

革
と
処
遇
改
善
を
す
す
め
る
こ
と
で
あ
る
が
、
一
部
で
あ

く
ま
で
も
調
整
額
の
増
額
で
給
特
法
の
枠
組
み
を
維
持

し
よ
う
と
の
動
き
が
あ
る
。
給
特
法
の
改
正
を
求
め
る
と

と
も
に
、
さ
ら
な
る
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
前
進

に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
本
集
会
は
、

全
国
各
地
で
と
り
く
ま
れ
た
子
ど
も
が
主
体
と
な
る
教

育
実
践
を
も
と
に
討
議
を
深
め
、
互
い
に
学
び
あ
う
集
大

成
の
場
で
あ
る
。
平
和
・
人
権
・
環
境
・
共
生
を
基
調
に
、

日
本
国
憲
法
や
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
理
念
を
生
か
し

た
教
育
実
践
の
深
化
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
芳
野
友
子
連
合
会
長
、

永
岡
桂
子
文
部
科
学
大
臣
、
金
田
淳
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協

議
会
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
基
調
報
告
に
続
き
、「
大
日
本
帝
国
憲
法
か
ら

日
本
国
憲
法
へ
」
と
題
し
て
、
長
谷
部
恭
男
さ
ん
（
早
稲

田
大
学
法
務
研
究
科
）
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
昨

今
の
憲
法
改
正
論
の
様
々
な
矛
盾
点
と
危
険
性
を
具
体

的
に
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

２
日
目
・
３
日
目
は
24
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
実
践
報
告
を
行
い
、
議
論
を
深
め
ま
し

た
。
兵
高
教
か
ら
は
、
第
11
分
科
会
「
自
治
的
諸
活
動

と
生
活
指
導
」
で
岩
井
誠
さ
ん
（
武
庫
荘
総
合
分
会
）、

第
20
分
科
会
「
高
等
教
育
・
進
路
保
障
と
労
働
教
育
」

で
阪
本
真
人
さ
ん
（
西
宮
甲
山
分
会
）
が
報
告
を
行
い
ま

し
た
。 

 
 
 
 

  

（
分
科
会
の
概
要
は
裏
面
参
照
） 

 

日教組 第 72次教育研究全国集会開催 
  

１
月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
の
３
日
間
、
日
教
組
第
72
次
教
育
研
究
全
国
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
次
教
研
も
分
科
会
も
含
め
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
兵
高
教
か
ら
は
２
つ
の
分
科
会
で
実
践
報
告
を
行
っ
た
他
、
多
く
の
組
合
員
が
傍
聴
で
参
加
し
、
全
国
の
な
か
ま
と
実
践
を
共
有
し
学
習
を
深
め
ま
し
た
。 

JTU-HYOGO 

兵庫高等学校教職員組合 

日本教職員組合(日教組) 
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=憲法・子どもの権利条約を生かす教育改革を実現するため、ゆたかな学びを保障するカリキュラムづくりをすすめよう！= 
日教組第 72次教育研究全国集会アピール 
 

すべての子どものゆたかな学びを保障する 

自主的・組織的な教研活動の充実を！ 
 

わたしたちは、全国各地からのべ 7,000 人の参加者が

集い、第 72 次教育研究全国集会を開催しました。Web に

よる開催にもかかわらず、熱のこもった活発な実践交流

が行われました。 

記念講演では、日本国憲法の成立過程や理念を読み解

き、憲法を基盤とした学びの創造や、平和を守り民主的

な社会の実現をめざすことを改めて共有しました。 

分科会では、ICT機器を学びのツールとした実践や、子

どもと教職員・子どもどうしの関係性を重視した実践な

ど、子どもたちの実態にむきあった学びや「学校の働き

方改革」に関する職場のとりくみも報告されました。全

国各地から、校種、職種をこえた仲間が集まり、子ども

たちの姿から見える地域の実態や子どもをとりまく課題

について討議しました。 

「ともに生き、学びあう」の関係性を学びのもととし、

一人ひとりの子どもが、夢や希望、自己肯定感、人権感

覚をもち、自分の生き方を問い続ける学びが保障される

教育の実現のために、平和・人権・環境・共生を柱に、

憲法・子どもの権利条約の具現化と民主教育の確立にむ

け、教育実践をさらに積みあげていきましょう。 
 

2023年１月 29日        

日教組第 72次教育研究全国集会 
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【
第
11
分
科
会
「
自
治
的
諸
活
動
と
生
活
指
導
」】 

 

分
科
会
初
日
は
、
ま
ず
「
開
か
れ
た
学
校
」「
子
ど

も
の
権
利
条
約
の
定
着
」
の
二
つ
の
テ
ー
マ
で
計
５

本
の
リ
ポ
ー
ト
報
告
が
あ
り
、
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
小
分
科
会
Ａ
（
小
学
校
）
と
小
分
科
会
Ｂ
（
中

学
校
・
高
等
学
校
）
に
分
か
れ
、
兵
高
教
が
参
加
し

た
小
分
科
会
Ｂ
で
は
「
生
徒
理
解
」
を
テ
ー
マ
に
４

本
の
リ
ポ
ー
ト
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

分
科
会
二
日
目
は
「
自
治
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
学

級
活
動
、
文
化
活
動
、
行
事
・
生
徒
会
活
動
に
つ
い

て
計
６
本
の
リ
ポ
ー
ト
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
兵
高

教
か
ら
は
、「
生
徒
が
主
体
的
に
と
り
く
む
部
活
動
」

と
題
し
て
、
部
活
動
の
本
来
の
あ
り
方
と
現
状
の
諸

課
題
等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
討
論
で

は
、「
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
」
と
り
く
み
が
「
リ
ー
ダ

ー
と
従
う
子
ど
も
た
ち
」
と
い
う
関
係
性
を
生
み
出

し
は
し
な
い
か
、
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
を
様
々
な

角
度
か
ら
検
討
し
、
協
議
を
深
め
る
と
と
も
に
、
各

県
の
状
況
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
、
課
題
意
識

を
共
有
し
ま
し
た
。 

二
日
間
を
締
め
く
く
る
総
括
討
議
で
は
「
自
治
的
」

と
し
て
い
る
活
動
が
本
当
に
子
ど
も
た
ち
を
権
利
の

主
体
と
し
た
と
り
く
み

と
な
っ
て
い
る
か
、
自

ら
の
と
り
く
み
を
常
に

見
つ
め
な
お
す
こ
と
の

必
要
性
を
再
認
識
し
、

「
自
治
的
諸
活
動
と
生

活
指
導
」
と
い
う
テ
ー

マ
は
、
子
ど
も
と
教
職

員
の
両
者
が
、
と
も
に

自
分
事
と
し
て
と
り
く

む
課
題
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。 

第 20 分科会・司会者および共同研究者のみなさん 

第11分科会・司会者および共同研究者のみなさん 

－２０２３年度兵高教本部役員選挙－ 

■投票期間         １月２５日(水)～２月１５日(水) 

■支部選管に提出   ２月１６日(木) 

■本部選管に提出   ２月１７日(金) 午後６時まで 

■開票             ２月１７日(金) 午後６時半 

（於 神戸市教育会館５階）    
★期日までに必ず投票をお済ませください！ 

兵高教 今後の主な日程 
 

■第３回全県分会代表者会議・学習会 

２月１８日（土）13:00～16:30 

    神戸市教育会館 ５階  
 

■人権教育ひょうご春季学習会 

２月２６日（日）1４:00～16:00（受付 13:30～） 

    ラッセホール ２階「ブランシュローズ」  

   内容「いまさら聞けない 同和教育と部落問題」 
 

■第 3７回定例中央委員会 

 ３月 2５日（土）13:30～16:30（受付 13:00～） 

    神戸市教育会館 ５０１号室 
  

※各支部・専門部の参加体制確立をお願いします。 

中央委員の登録および傍聴申込の締切は３月1７日（金）17時です。

★いずれもオンライン参加可能です。お問い合わせください。 

【
第

20
分
科
会
「
高
等
学
校
・
進
路
保
障
と
労
働
教
育
」】 

分
科
会
初
日
は
「
進
路
保
障
」
を
テ
ー
マ
に
、
二

日
目
は
「
教
育
保
障
」
お
よ
び
「
高
等
教
育
」
を
テ

ー
マ
に
計
15
本
の
リ
ポ
ー
ト
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

兵
高
教
か
ら
は
「
歴
史
授
業
の
す
す
め
方
と
評
価
の

工
夫
～
進
路
保
障
は
学
習
権
の
保
障
か
ら
～
」
と
題

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
特
性
に
配
慮
し
、
特
性

を
活
か
し
た
授
業
実
践
を
報
告
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ

別
の
協
議
で
は
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
内
包
す
る
問

題
、
定
員
内
不
合
格
の
問
題
、
合
理
的
配
慮
に
つ
い

て
、
学
校
統
廃
合
に
よ
る
諸
課
題
、
観
点
別
評
価
導

入
に
よ
る
問
題
、
さ
ら
に
は
「
評
価
」
そ
の
も
の
の

課
題
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
名
の
も
と
に
、
結
局

は
経
済
界
に
と
っ
て
有
為
な
人
材
供
給
を
行
っ
て
い

る
だ
け
で
は
な
い
か
」「
子
ど
も
た
ち
を
社
会
に
『
適

応
』
さ
せ
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
が
、
社
会
の
抱
え

る
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
、
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
」
「『
特
別
支
援
』
と
い

う
言
葉
に
違
和
感
が
あ
る
。『
特
別
』
視
す
る
の
で
は

な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
特
性
を
把
握
し
、
み
ん
な
が

学
び
や
す
く
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を

考
え
た
い
」
「
教
職
員
の
意
識
改
革
も
大
き
な
課
題

で
、
そ
の
た
め
に
は
学
び
の
機
会
が
必
要
。
教
員
に

な
っ
て
改
め
て
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
も
、
教
研
活
動
は
重
要
で
あ
り
、

組
合
の
意
義
を
感
じ
る
」
な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。 

共
同
研
究
者
か
ら
は
「
進
路
保
障
も
教
育
保
障
も

労
働
教
育
も
、
日
本
国
憲
法
に
も
と
づ
い
て
実
践
さ

れ
る
べ
き
も
の
。
第
13
条
の
幸
福
追
求
権
、
第
25
条

の
生
存
権
、
第
26
条
の
教
育
を
受
け
る
権
利
な
ど
、

憲
法
に
明
記
さ
れ
た
人
権
を
保
障
す
る
た
め
の
と
り

く
み
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」「
小
中
学

校
も
高
校
も
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
も

そ
も
学
校
は
明
治
時
代
に
学
制
が
敷
か
れ
た
際
に
、

地
域
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
自
ら
つ
く
っ
た

も
の
で
、
明
治
初
期
の
小
学
校
数
は
現
在
よ
り
多
い
。

地
域
の
人
々
が
つ
く
り
守

っ
て
き
た
学
校
を
、
行
政

側
が
『
統
廃
合
』
す
る
こ

と
自
体
が
問
題
」「
今
一
度

『
高
校
三
原
則
（
小
学
区

制
・
総
合
制
・
男
女
共
学
）』

に
立
ち
戻
っ
て
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
高
校
入

試
は
本
当
に
必
要
な
の

か
、
問
い
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
等
の

問
題
提
起
が
あ
り
、
今
後

の
と
り
く
み
の
課
題
と
し

て
確
認
し
ま
し
た
。 

兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

２０２３年度 兵高教 第３回青年部学習会兼憲法学習会 

「子どもの権利条約と日本国憲法」 
 

  と き ２月１８日（土）１４:３０～１６:３０ 
（第３回分会代表者会議に引き続き開催） 

  ところ 神戸市教育会館５階 

  講師  石川多加子さん（金沢大学） 
  
 ★２０２２年６月、子ども基本法および子ども家庭庁設置法
が可決・成立し、２０２３年４月から施行されます。これにと

もない、２０２２年１２月には文科省が「生徒指導提要」を

改訂し、その中で「生徒指導を実践する上で、児童の権

利条約（子どもの権利条約）の四つの原則を理解してお

くことが不可欠」とし、「同条約の理解は、教職員、児童

生徒、保護者、地域の人々等にとって必須」と明記され

たことは、評価できます。しかし、実際には教職員・保護

者・子どもたちの間に「子どもの権利条約」の理念・内容

が浸透し、理解が深まっているとはいえません。 

   今回は、「子どもの権利条約」の理念をふまえ、学校教

育・生徒指導の諸課題、子ども基本法と子ども家庭庁の

諸問題等について、日本国憲法の理念との関連性をふま

えてお話を聴き、学習を深めていきたいと思います。 

   会場の都合もあり、オンライン併用としますが、ぜひご参

加ください。なお、参加形態の把握・調整のため、書記局

にメールか電話で事前のご連絡をお願いします。 


